Development of methane fermentor for restraining ammonia inhibition by 王 慶宏
Development of methane fermentor for
restraining ammonia inhibition
著者 王 慶宏
内容記述 Thesis (Doctor of Environmental
Studies)--University of Tsukuba, (A), no.
6320, 2012.7.25























Development of Methane Fermentor for Restraining Ammonia 
Inhibition 
(アンモニア阻害抑制型メタン発酵槽の開発)
筑波大学教授 博士(農学) 張 振亜
筑波大学教授 農学博士 杉浦良IJ 夫
筑波大学教授 学術博士 氷鈎揚四郎























反応速度モデルによく一致し、 Ca改変WRSの表面積は 4.56m21g、最大アンモニア吸着容量は 45.45mg/gで
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あった。一方、天然 WRSの表面積は 0.97m2/g、最大アンモニア吸着容量は 23.98mglgであった。これらの






7日まで短縮し、メタン収率は 359.71mllg-VS、高濃度の COD(80537 mg/l)の除去率は 67.99%に達成し、
高アンモニア養豚廃棄物の高効率嫌気性消化が実現できたとしている。
審査の結果の要旨
本研究は、高窒素含有豚糞尿の有効な処理法として注目されている、廃棄物処理と再生可能エネルギーの
生産が!司時にできるメタン発酵において課題である代謝の最終生成物である高濃度アンモニアによるメタン
菌阻害に対して、アンモニア吸着剤を用いる手法に着目し、高効率な吸着材料およびリアクターの開発に成
功し、新しいアンモニア阻害抑制型メタン発酵システムの開発に成功している。
特に、自然界に編広く存在する材料が利用できることは実用化の重要な条件のひとつであり。また、研究
手法は高い普遍性と応用性を有しており高く評価される。
平成 24年5月 18B、学位審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判断された。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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